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●本目録は 2021年 1月現在，在庫のものを収録しております。また，定価・装幀等を予告なく改 
　めることがございます。あらかじめご了承ください。
●今後の新刊書につきましては，小社ウェブサイト（http://www.iwasaki-ap.co.jp）もしくは「学術
　通信」にてご案内いたします。
●書籍の分類は，あえて分類したものになりますので，ぜひ全体的にご覧ください。



　　ご注文について

†　 小社の刊行物は，全国どこの書店でも，ご注文により入手できます。また各地の
　　「常備店」には新刊を含めた小社刊行物がございます。
†　 「常備店」は，本目録の表紙裏に掲載しております。ご覧ください。また，小社刊

の「学術通信」でもご案内いたします。
†　 店頭にない場合は，流通事情により時日を要する場合もございますが，書店を通じ
てご注文くだされば幸いです。

†　 直接ご注文くださる場合には，書名・著訳者名・冊数と送り先のご住所・ご氏名・
ご連絡先の電話番号等をお知らせください。

†　 直接のご注文は，ハガキ，電話（03-5577-6817），FAX（03-5577-6837），E-mail
（info@iwasaki-ap.co.jp）のいずれでも承っております。またウェブサイト

　　（http://www.iwasaki-ap.co.jp/contact/）からもご注文いただけます。
†　 送料（税別）は，1冊 300円，2～ 3冊 400円，4～ 5冊 500円，6冊以上お買い

上げの場合は無料です。なお「学術通信」読者は 1冊からでも送料無料です。
†　 公費ご購入等，特に書類（請求書，納品書など）が必要な場合はご一報ください。
†　 ご送金は通常，郵便振替でお願いしておりますが，銀行振込をご希望の場合はご連
絡ください。

　　「学術通信」のご案内

†　 小社では読者の皆様の研究・実践のミニガイドとして，季刊小冊子「学術通信
　　 （1977年 2月創刊）」を発行し，小社刊行物の著者の先生方を中心とした，この分

野に関する小論文，エッセイ，書評，関連分野の書誌情報などを掲載し，数多くの
方がたからご好評いただいております。

†　 登録は無料です。ご希望の際は刊行書籍挿み込みの「登録カード」にてお申し込み
いただくか，小社営業部までお問い合わせください。

†　 登録読者にはご注文の書籍送料が無料になります。その他の特典は同誌上でご案内
します。　

　　凡　例

●　書名／副題またはシリーズ名／著者・編者・訳者名／判型／頁数／定価（本体価格＋税）／刊
　　行年／ ISBN コード／目次（抜粋）・内容説明の順で記載しています。翻訳書の原書名について
　　は巻末の原書名索引をご参照ください。
●　価格表示については本体価格のみを表記しております。
●　所収の「電子版」表示の書籍は，電子版も刊行しております。
●　所収の「電子版のみ」表示の書籍は，現在電子版のみの刊行です。
●　検索には巻末の書名索引，著訳者名索引，原書名索引をご利用ください。



発達障害支援の実際
●事例から学ぶダイアローグのコツ

広瀬宏之 著
四六判並製224頁　定価（本体2,000円＋税）
2020年 2月刊行　ISBN978-4-7533-1164-4

本書は著者の支援の基本，「医療モデ
ル」でも「療育モデル」でもない「生
活モデル」に基づき，発達の凸凹をも
つ人たちが，凸凹を活用した人生を送
れるようになることを目指すための手
引書である。支援者と当事者が一緒に
その作業をしていく，発達途上にある
すべての人の役に立つであろう。

「心の力」の鍛え方
● 精神科医が武道から学んだ人生のコツ

大野　裕 著
四六判並製192頁　定価（本体1,800円＋税）
2020年 4月刊行　ISBN978-4-7533-1165-1

坂東眞理子氏絶賛！　強くしなやかな
心とは？　人生を生き抜く力とは？　
治療法だけでなくストレス対処法とし
ても注目されている認知行動療法の第
一人者である著者が，空手から学んだ
「心の力」の鍛え方を全 24講で伝授
する。ストレスに負けない強い心を身
につけたい方は必読の 1冊。

心理アセスメントの理論と実践
● テスト・観察・面接の基礎から治療的
活用まで

高瀬由嗣・関山　徹・武藤翔太 編著
A5判並製372頁　定価（本体3,600円＋税）
2020年 4月刊行　ISBN978-4-7533-1166-8

心理アセスメントの「理論」から公認
心理師 5領域での総合的「実践」まで
を網羅した，心理職必携の 1冊である。
心理アセスメントの柱である，〈面
接〉〈観察〉〈心理テスト〉が理解でき，
アセスメントの結果をクライエントに
フィードバックされることで生まれる，
治療的効果の活用も解説。

クラインとウィニコット
● 臨床パラダイムの比較と対話

エイブラム J. ／ヒンシェルウッド R.D. 著
木部則雄・井原成男 監訳
A5判上製264頁　定価（本体4,200円＋税）
2020年 6月刊行　ISBN978-4-7533-1168-2

子どもの臨床に関心を持つ人ならそれ
だけで興味深い大家の理論を，『クラ
イン派用語辞典』のヒンシェルウッド
と『ウィニコット用語辞典』のエイブ
ラムという両第一人者がまとめ，違い
をそれぞれの臨床的体験から討論，心
の捉え方の核心に迫る。両派間にあり
がちな神話と誤解，用語解説も収録。

里親家庭で生活するあなたへ
●里子と実子のためのQ&A

山本真知子 著
四六判並製200頁　定価（本体2,300円＋税）
2020年 6月刊行　ISBN978-4-7533-1169-9

里子やその家の実子など，里親家庭で
生活する皆さんにしかわからない疑問
や悩みがあります。それに応えるアド
バイスを Q&A 形式で紹介したのが
本書です。全 46問について里親さん
と支援者の方それぞれへのアドバイス
を掲載。里親家庭の子どもが抱える悩
みを知るための貴重な資料です。

　新刊　2020年 2月～2021年 1月
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精神療法の人間学
●生活習慣を処方する

井原　裕 著
A5判上製312頁　定価（本体3,600円＋税）
2020年 9月刊行　ISBN978-4-7533-1171-2

「治療者がなすべきは，癒しでも，慰
めでも，気休めでもない。むしろ患者
に対しても周囲に対しても，危機感を
持たせることにある。現状打開の必要
性を強い意志をもって伝えることであ
る。」言葉を処方する，精神療法家とし
てあるべき姿とは？　心身二元論を超
克する，精神科医の矜持をここに綴る。

揺らぎと心のデフォルトモード
●臨界状況から生まれる創造性

岡野憲一郎 著
A5判並製240頁　定価（本体3,200円＋税）
2020年 10月刊行　ISBN978-4-7533-1172-9

精神分析，精神医学，臨床心理学の
3専門領域を縦断しつつ，独自の考え
を生み出し続ける著者が，「揺らぎ」
をキー概念に，学問の垣根を越えて読
者の知的好奇心を刺激するさまざまな
テーマを論じる。「最新の知見に満ちて
いながら『科学読み物』のような懐か

）一公樫富（」本るめ読らがなじ感をさし

こころを使うということ
●今心理職に求められるアイデンティティ

藤山直樹・笠井清登 編著
A5判並製412頁　定価（本体3,500円＋税）
2020年 10月刊行　ISBN978-4-7533-1167-5

東京大学での専門家向け連続講義から，
精神分析家，精神科医，心理職の講義
6講を採録。精神分析のみならず，治
療的アセスメント，コラージュ療法な
ど，治療の「共同創造」をテーマとし
た実際のケースから心理職のアイデン
ティティを考える。藤山直樹氏と熊谷
晋一郎氏の特別対談も収録！

子どもの精神科症例集
●予防医学と母子デイケア

小倉　清 著
A5判並製192頁　定価（本体3000円＋税）
2020年 12月刊行　ISBN978-4-7533-1174-3

「精神科治療は幼いうちに始めなけれ
ば実際上意味がない」という信条のも
と，予防医学としての乳幼児精神医学
の視点から自らの症例を振り返る。他
にフロイトの「ハンス症例」に関する
考察，コロナ下で行われた「児童精神
科鼎談」を収録。

子どもの危機にどう応えるか
● 時代性と精神科臨床

小倉　清 著
四六判並製192頁　定価（本体2,500円＋税）
2020年 8月刊行　ISBN978-4-7533-1170-5

著者が児童精神科医として働く 60年
の間，環境は大きく変わったが，いつ
の時代の子どもも症状を呈し，問題行
動を起こすことで，その時代特有の課
題に取り組んできた。精神科医療の実
践は時代のあり方と密接に関連せざる
をえないという認識に基づく，日々の
臨床体験から生まれた近年の論文12編。
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精神分析事典
小此木啓吾 編集代表
北山　修 編集幹事
B5判 712頁　定価（本体 20,000円＋税） 
2002年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-0203-1

わが国の精神分析研究もすでに戦後 50年の積み重ね
を経て，各分野の主題や概念について，日本精神分
析学会を中心に膨大な知識の蓄積が行なわれ，成熟
を遂げた。その成果を本事典の執筆者各位のご参加
を得て，世界で最も幅広いしかも総合的な精神分析
事典を意図した。

精神療法の基礎
●精神分析セミナーⅠ　  
小此木啓吾・岩崎徹也・橋本雅雄・皆川邦直 編
A5判 272頁　定価（本体 4,000円＋税） 
1981年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-8104-3

「研究とその読者の臨床経験をつなげ，精神分析全
体の流れを見直し，必要な基礎知識の系統的な理解
を助ける」ことを目的としたセミナーの講義録をシ
リーズ化。第 1巻となる本書では「精神療法の構造
と過程」から筆を起こし，「精神分析的面接」の概要，
さらに「入院患者の精神療法」までを解説。

精神分析の治療機序
●精神分析セミナーⅡ

小此木啓吾・岩崎徹也・橋本雅雄・皆川邦直 編
A5判 232頁　定価（本体 4,000円＋税） 
1982年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-8202-6

「初学者のための系統的な精神分析セミナー」シリー
ズ第 2巻。ここでは面接に先立つ「治療契約」に始
まり，実際に面接のなかで起きてくる「退行」「転移
‐逆転移」「抵抗」，さらには「解釈技法」をとりあげ，
「治療の終結」までを解説する。「精神分析的面接」
の実践に必要な知識をわかりやすく伝える好著。

フロイトの治療技法論
●精神分析セミナーⅢ　  
小此木啓吾・岩崎徹也・橋本雅雄・皆川邦直 編
A5判 324頁　定価（本体 5,000円＋税） 
1983年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-8307-8

「初学者のための系統的な精神分析セミナー」シリー
ズ第 3巻。ここではフロイト自身の研究史や症例を
通じて精神分析の創始者への理解を深める。フロイ
トの自己分析のありようや治療技法の発展，実際の
論文などをとりあげて，精神分析の起源とその展開
を学ぶ。精神分析の本質を知る上で欠かせない一冊。

フロイトの精神病理学理論
●精神分析セミナーⅣ　  
小此木啓吾・岩崎徹也・橋本雅雄・皆川邦直 編
A5判 336頁　定価（本体 5,000円＋税） 
1987年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-8706-9

「初学者のための系統的な精神分析セミナー」シリー
ズ第 4巻。フロイトに始まる精神分析理論が彼以降
どのように発展していったか，その歴史的な展望を
追う。後半ではフロイトの精神病理学や性欲論の基
礎を詳しく解説し，フロイトから今日につながる臨
床の流れが包括的に理解できる内容となっている。

発達とライフサイクルの観点
●精神分析セミナーⅤ　  
小此木啓吾・岩崎徹也・橋本雅雄・皆川邦直 編
A5判 292頁　定価（本体 4,500円＋税） 
1985年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-8511-9

「初学者のための系統的な精神分析セミナー」シリー
ズ第 5巻。本書はテーマを「発達」とし，ライフサ
イクルとの関連や基本的観点から始まって，「児童分
析」から「成年・中年期の精神療法」にいたる各段
階での基礎知識を学ぶ。この最終巻をもって，包括
的かつ系統的な展望がひととおり身につくだろう。

　精神分析

　■総論・概説・各論
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精神分析技法論
●現代精神分析双書第Ⅰ期・2
メニンガー K.  著
小此木啓吾・岩崎徹也 訳
A5判 304頁　定価（本体 4,500円＋税）  
1969年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-6903-4

目次　1序論と歴史的概説　2契約―二人の当事者が
行なうひとつの取り引きとして成立する精神分析療
法状況　3退行　4転移と逆転移　5抵抗―第一の当
事者が示す契約目的に反するような矛盾した傾向　6
解釈とその他の働きかけ―第二の当事者の随意的関
与　7契約の終結―二人の当事者の離別　他

精神分析への最後の貢献
●フェレンツィ後期著作集
フェレンツィ S.  著
森　茂起・大塚紳一郎・長野真奈 訳
A5判 256頁　定価（本体 3,800円＋税） 
2007年 12月刊行　ISBN 978-4-7533-0713-5

心的現実より外的現実を重視する方向に向かった晩
年のフェレンツィの仕事は，外面的には精神分析界
から排除されたが，その影響は，後の精神分析に深
く浸透し，彼は精神分析史上，最も重要な分析家の
一人である。本書はそのフェレンツィの仕事を一冊
の著作集で紹介するべく，編まれたものである。

フロイトを読む
●年代順に紐解くフロイト著作
キノドス J.M.  著
福本　修 監訳
B5判並製 320頁　定価（本体 4,600円＋税） 
2013年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1070-8

全 32章によってフロイトの著作全体を遺漏なくカ
バーし，簡潔で明晰な文章で彼の思考と活動を具体
的に伝えることで，彼の思考と，彼が生み出した治
療法としての精神分析が，今日もまだ確かに生きて
いることを明らかにする。フロイトと出会い，さら
には対話するための絶好の案内書。

フロイト技法論集
S・フロイト 著 
藤山直樹 編・監訳
A5判 192頁　定価（本体 3,000円＋税） 
2014年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1082-1

本書はフロイトの技法に関する論文のうち，いわゆ
る Papers on Technique としてストレイチーがまと
めた六本と「精神分析治療中の誤った再認識（すで
に話した）について」，「終わりのある分析と終わり
のない分析」，「分析における構成」の九本の論文を，
英語標準版を底本に翻訳したものである。

フロイト症例論集２ 
●ラットマンとウルフマン
S・フロイト 著
藤山直樹 編・監訳
A5判上製 264頁　定価（本体 4,000円＋税）
2017年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1130-9

精神分析を学ぼうとするなら必ず目を通さざるを得
ない重要な症例，ラットマン（鼠男），ウルフマン
（狼男）と呼び慣らわされている症例のフロイトの
論文を翻訳。『フロイト技法論集』に続き，正確で読
みやすく，かつ臨床家にすでに馴染みのある訳語で，
スムーズにフロイトを読むことができる。

ベイシック・フロイト
● 21世紀に活かす精神分析の思考
カーン M. 著
妙木浩之 監修　秋田恭子・清水めぐみ 訳
A5判並製 232頁　定価（本体 3,000円＋税）
2017年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1126-2

フロイトの鍵概念そして精神分析を，長年の臨床経
験に基づいて，多くの事例に沿って説明。フロイト
以降の知見も紹介し，今に活きる精神分析のありよ
うを鮮明に伝える。単なる解説書ではなく，自分の
臨床実体験を通じて噛み砕いて消化し，言わばフロ
イトと対話しながら，自分のことばで記述。

メラニー ･クライン入門
●現代精神分析双書第Ⅱ期・1
スィーガル H.  著
岩崎徹也 訳
A5判 272頁　定価（本体 3,800円＋税） 
1977年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-7706-0

フロイト以降，精神分析理論が発展するなかで，と
りわけ重要な役割を果たしたメラニー・クライン。
本書は彼女の初期の業績から始まり，「妄想的 - 分裂
的態勢」「羨望」など，その重要概念を入門的に解説
する。また訳者による解題や索引も充実。邦訳の刊
行から数十年を経てなお読み継がれるロングセラー。

　■対象関係論／クライン派
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新
釈メラニー・クライン
リカーマン M. 著
飛谷　渉 訳
A5判 312頁　定価（本体 4,000円＋税） 
2014年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1081-4

リカーマンのアプローチは，探求の対象をほぼクラ
イン自身の著作に焦点化するものであり，現代クラ
イン派の臨床概念セミナーというよりはむしろ，純
粋な「メラニー・クライン学」と呼ぶにふさわしい。
これには，より広くクラインに関心を持つ読者にも
開かれたいわば「考証学的」論考という特徴がある。

精神分析入門講座
●英国学派を中心に 
ミルトン J.他 著
松木邦裕 監訳　浅野元志 訳
A5判 272頁　定価（本体 4,300円＋税） 
2006年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0611-4

「精神分析とは何か？」に始まり，その理論の基礎，
歴史，世界各地での展開，批判，研究方法としての
精神分析，面接以外への応用，他の精神療法との関
係，職業としての精神分析と，初学者の疑問に答え，
好奇心を刺激するだけでなく，経験豊かな治癒者に
も生きた知識を与えてくれる魅力的な入門書。　

対象関係論を学ぶ
●クライン派精神分析入門　  
松木邦裕 著
A5判 168頁　定価（本体 3,000円＋税） 
1996年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-9605-4

精神分析を学ぶうえで重要なクライン派の理論をわ
かりやすく解説する。「転移 /逆転移」，「妄想」・「思
考障害」，さらに「抑うつ」などの理解や対応などの
ヒントを与えてくれる。第Ⅰ部は「心の中の世界と
対象」を図・表で平易に解説。第Ⅱ部は「対象と愛
そして憎しみ」を臨床経験を織り交ぜながら記述する。

精神分析体験：ビオンの宇宙
●対象関係論を学ぶ 立志編
松木邦裕 著
A5判 248頁　定価（本体 3,000円＋税）  
2009年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-0902-3

本書の仮の表題を，私流の精神分析入門書『対象関
係論を学ぶ』の続編との位置づけから，その「立志
編」としていました。同書を読んで，もっとこの考
え方を学んでみようとの志を抱かれた方に読んでい
ただこうという意図からです。―構想十余年を経て，
待望の書き下ろし。もっとも明快なビオン入門。

患者から学ぶ
●ウィニコットとビオンの臨床応用
ケースメント P.  著
松木邦裕 訳
A5判 296頁　定価（本体 4,500円＋税）  
1991年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-9113-4

著者は神学を学び，ソーシャルワーカーの経験を積
み，そして分析家の訓練を受けた。本書のなかでは，
多くの臨床例を詳細に描写し，患者‐治療者関係を
相互交流的視点からとらえ，患者に耳を傾け，内的
世界を理解し，人間性豊かな治療関係が描かれてい
る。12カ国語に翻訳された名著。

あやまちから学ぶ
●精神分析と心理療法での教義を超えて
ケースメント P.  著
松木邦裕 監訳
A5判 240頁　定価（本体 4,000円＋税）  
2004年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-0404-2

分析家は無意識についての専門知識を主張できるゆ
えに，いつも自分を防衛できてしまうのは不幸と言
える。そうして自分自身の過ちを見落としてしまう
からだ。できるだけ過ちを避ける方法，自身が間違
えている時それに気付く方法，そして患者が自覚す
る過ちに一緒に取り組む方法が本書のテーマである。

トラウマを理解する
●対象関係論に基づく臨床アプローチ
ガーランド C.  著
松木邦裕 監訳
A5判 264頁　定価（本体 4,000円＋税）  
2011年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-1018-0

本書は，英国対象関係論に基づいたトラウマの理解
と臨床を著す。タヴィストック・クリニックのトラ
ウマ・ユニットでの臨床実践の蓄積に基づき，実行
されているものという強い説得力がそこにある。ま
た，英国精神分析の伝統に則った臨床ケースの豊富
な提示が，私たち自身の臨床に沿った理解を推進する。

米国クライン派の臨床
●自分自身のこころ
ケイパー R.  著 
松木邦裕 監訳
A5判 248頁　定価（本体 3,800円＋税） 
2011年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-1025-8

自分自身のこころを獲得しようとする患者に精神分
析が果たすこととは？　明晰かつ率直な形式で書か
れた『自分自身のこころ』で述べられるのは，精神
分析の性質についての卓越した分析であり，この種
の治療の臨床効果についての刺激に満ちた吟味であ
る。

7

精神分析



松木邦裕との対決
●精神分析的対論

細澤　仁 編
A5判 216頁　定価（本体 3,500円＋税） 
2012年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-1042-5

わが国のクライン派精神分析の第一人者，松木邦裕。
その松木を師と仰ぐ５人の臨床家が，論文を通して
師と語らい師に挑む。不世出の分析家／臨床家との
意識的・無意識的交流によって生成された５つの思
索は，読者一人ひとりのパーソナルな想いを喚起し，
精神分析的体験の豊かさに目を開かせるであろう。

見ることと見られること
●「こころの退避」から「恥」の精神分析へ
シュタイナー J.  著 
衣笠隆幸 監訳　浅田義孝 訳
A5判 240 頁　定価（本体 3,800円＋税） 
2013年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-1063-0

現代クライン派を代表する分析家シュタイナーの名
著『こころの退避』の続編。「こころの退避」から抜
け出すときに患者が体験する〈恥〉や〈屈辱〉体験
の臨床的な重要性を論じる。生き生きと記述された
豊富な臨床例と鋭い臨床的考察は，精神分析を学ぶ
人，実践する人，関心のある人にとって必読である。

タヴィストック・セミナー
ビオン W.R. 著 
福本　修 訳
A5判並製 168 頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2014年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1085-2

精神分析文化を最も共有しているイギリス人を相手
にロンドンのタヴィストック・クリニックで行なっ
たセミナー記録に基づく第一級の資料―セミナー
記録はシナリオのト書きのようにビオンの服装を描
写した後，いきなり核心に入る。それは，精神分析
を受けるとはどのような体験か，というものである。

臨床現場
に生かすクライン派精神分析
●精神分析における洞察と関係性 　
S-ウィッテンバーグ I.  著
平井正三 監訳　武藤　誠 訳
A5判縦組 208頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2007年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-0702-9

本書はクライン派の精神分析に基づいているが，難
しい理論から出発するよりも臨床現場から出発し，
そこで役立つ理論を提示しようと試みる。著者はビ
オンから個人分析を受けており，本書にはビオンの
理論や着想が水や空気のように染み渡っている。ビ
オンの理論を日常感覚の中で把握できる稀有な本。

精神分析的心理療法と象徴化
●コンテインメントをめぐる臨床思考

平井正三 著
A5判 288頁　定価（本体 3,800円＋税）  
2011年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-1022-7

精神分析的思考の基盤は，人の心の基礎に「乳幼児
の心」があるとみる見方である。著者はフロイト，
クライン，ビオンの系譜を踏まえ，「治癒」ではなく
「発達」「成長」という視点から精神分析を捉えなお
し，「考えること」を促進する器（コンテイナー）と
しての精神分析的治療関係の可能性を探索する。

精神分析の学びと深まり
●内省と観察が支える心理臨床

平井正三 著
A5判 208頁　定価（本体 3,100円＋税）  
2014年 4月刊行　ISBN 978-4-7533-1072-2 

実践とかけ離れた精神分析理論は見掛け倒しに過ぎ
ない。著者が英国タビストック・クリニックで出会っ
たのは，日常と密接にかかわり，普遍的な魅力を持
つ実践であった。情動経験の中に自ら没入し内省す
るというその「実質」は揺るぎなく，心の臨床の基
盤となることを，気鋭の臨床家が熱く論じる。

原初なる一を求めて 　  
●転移神経症と転移精神病 
リトル M.I.  著
神田橋條治・溝口純二 訳
A5判 296頁　定価（本体 5,000円＋税）  
1998年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-9810-2

目次　さまよう人／ R  ―患者のニーズに対する分
析者の総反応／妄想的転移について／妄想領域にお
ける現実の直接提示／原初なる一について／境界例
状態における転移／逆転移のポジティブな貢献／喚
起的相互作用と共有的相互作用／分析治療における
種々の過ちと失敗／他

精神分析という経験
●事物のミステリー  
ボラス C.  著
館　直彦・横井公一 監訳 
A5判 304頁　定価（本体 5,000円＋税）  
2004年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0413-4

目次　監訳者まえがき／序文／謝辞　1精神分析と
は何か？　2精神分析理論の基礎　3精神分析の簡潔
な歴史　4世界各地における精神分析　5精神分析に
対する批判　6精神分析と研究　7面接室外での精神
分析　8精神分析と精神（心理）療法　9精神分析家
という専門職　参考文献／訳者あとがき ／他
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対象の影　  
●対象関係論の最前線
ボラス C.  著
館　直彦 監訳
A5判 312 頁　定価（本体 4,200円＋税）  
2009年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0911-5

英国中間学派の代表的論客であるボラスの代表作で
ある本書は，そのオリジナルな着想は本書の様々な
ところで表れている。タイトルは，フロイトの『悲
哀とメランコリー』のたいへん有名な一節から採ら
れている。それはボラスがその後一貫して関心を抱
いているテーマを端的に示したものと言える。

児童分析家の語る子どものこころの育ち
ハリス M. 著
山上千鶴子 訳
A5判並製 240頁　定価（本体 2,800円＋税）
2016年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1109-5

英国タヴィストック・クリニック伝統の精神分析的
観察法に拠る「子どものこころの育ち」の問い直し
の書。成人・子どもを問わず，保育・看護・教育・
福祉・心理臨床など各フィールドで対人援助に携わ
る専門職必読書。一般にも，「親と子の結びつき」を
改めて問い直すものとしてお勧めしたい。

クラインとウィニコット
● 臨床パラダイムの比較と対話
エイブラム J.／ヒンシェルウッド R.D. 著
木部則雄・井原成男 監訳
A5判上製 264頁　定価（本体 4,200円＋税）
2020年 6月刊行　ISBN978-4-7533-1168-2

子どもの臨床に関心を持つ人ならそれだけで興味深
い大家の理論を，『クライン派用語辞典』のヒンシェ
ルウッドと『ウィニコット用語辞典』のエイブラム
という両第一人者がまとめ，違いをそれぞれの臨床
的体験から討論，心の捉え方の核心に迫る。両派間
にありがちな神話と誤解，用語解説も収録。

精神分析的心理療法の現在
●ウィニコットと英国独立派の潮流 
ジョンソン S. ／ルーゼンスキー S.  編
倉　ひろ子 訳
A5判 200頁　定価（本体 3,000円＋税）  
2007年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-0707-4

本書は，英国学派精神分析の独立派の臨床家たちに
より書かれている。長短さまざまな臨床例により，
豊かな臨床素材が載せられている。独立派の精神を
たどる上で，各々の展開が発達の道筋を追っている
といえる。読者がこの本を読んで出会うのは，多種
多様な主題や固定されない着想であろう。

ウィニコットとの精神分析の記録
●精神病水準の不安と庇護【新装版】
リトルM.I.  著
神田橋條治 訳
A5判並製 128頁　定価（本体 2,300円＋税） 
2009年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-0905-4

これは熱っぽい危険な治療実践の記録です。だけど，
スッキリした治療技法の底に，このような熱っぽ
いかかわりが潜んでいる，2つは矛盾なく両立する，
いや，2つが互いに支え合ってこそ実効を発揮する
のだ。老いを加えるにしたがい，そう確信するよう
になっています。―訳者渾身の名訳，待望の復刊。

ウィニコットを学ぶ
●対話することと創造すること

館　直彦 著
A5判並製 224頁　定価（本体 2,600円＋税） 
2013年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-1060-9

親しみやすいイメージで精神療法や心理臨床の世界
で広く人気を集める精神分析家ウィニコット。しか
し実際に彼の著作に取り組んでみると，その詩的で
音楽的な文章を読みこなすのは容易ではない。そん
なウィニコットの全体像を理解し，ウィニコットを
読み，ウィニコットとともに考えるための入門書。

改
訳 遊ぶことと現実 
ウィニコット D.W.  著 
橋本雅雄・大矢泰士 訳
A5判上製 256頁　定価（本体 4,000円＋税） 
2015年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1101-9

没後久しいにもかかわらず最近も内外でウィニコッ
トへの関心は衰える気配がないが，ウィニコットの
新しさは，互いに矛盾し対立しあう両極の「あいだ」
にはかなくも生きている形で表れる真実をとらえ，
それによって臨床的な現象をより的確にとらえるパ
ラダイムを開いたところにある。

　■ウィニコット

New !
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新
版子どもの治療相談面接
ウィニコット D.W.  著 
橋本雅雄・大矢泰士 監訳
A5判並製 400頁　定価（本体 4,800円＋税） 
2011年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1036-4

小児科医・精神分析家ウィニコットが，子どもを対
象に行なった治療相談面接 21例の記録。神経症から
スキゾイド，反社会的傾向まで，多彩な症例を取り
扱うウィニコットの卓越した治療技法と臨床感覚が，
主にスクィグル・ゲームという一種の遊戯療法を通
して，臨場感豊かに再現される。

改
訂錯覚と脱錯覚 　  
●ウィニコットの臨床感覚  
北山　修 著  
A5判 248頁　定価（本体 4,000円＋税）  
2004年 3月刊行　ISBN 978-4-7533-0401-1

ポスト・フロイトの最も重要な分析家の一人ウィニ
コット。日本のウィニコット研究の第一人者が，子
どもの治療記録『ピグル』との極めて緻密な対話を
通して，稀有な分析家の思考の全体をとらえる。読
者を精神分析という文化とのパーソナルで切実な対
話へと促す，独創的なウィニコット入門。

愛情剝奪と非行
●ウィニコット著作集・2　 
ウィニコット D.W.  著
西村良二 監訳  
A5判 336頁　定価（本体 5,500円＋税） 
2005年 12月刊行　ISBN 978-4-7533-0512-4

ウィニコットが愛情と非行の関係を痛切に感じたの
は，戦争中に母親を奪われた子どもたちに出会った
からである。愛情剥奪された子どもは，世話をされ，
ケアを受ける必要があるとウィニコットは説く。反
社会的傾向を持つ子どもの症例からは，彼の卓越し
た治療技法と臨床センスをも垣間見ることができる。

子どもを考える
●ウィニコット著作集・4
ウィニコット D.W.  著　
牛島定信・藤山直樹・生地　新 監訳
A5判 280頁　定価（本体 3,800円＋税）  
2008年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-0806-4

ウィニコットは精神科医である前に小児科医であり，
実践の中で子どもの心身の発達は情緒発達を無視し
てはありえないと認識していた。本書はそうした彼
の立場を反映した論文を集成。精神分析的な内的世
界だけでなく，人の心が外界と接する有様，地域社
会のあり方に言及している様は，彼ならではである。

精神分析的探究３ 子どもと青年期の治療相談　
●ウィニコット著作集・8　 
ウィニコット D.W.  著
牛島定信 監訳　倉　ひろ子 訳  
A5判 248頁　定価（本体 4,000円＋税）   
1998年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-9808-9

本書はウィニコットが行った児童期，青年期の精神
分析的な治療相談を基に書かれたものである。ここ
で彼は，精神分析治療の中で得た着想やその理論的
展開をベースに，専門家として培ってきた精神療法
観とその個人技法を，まとまった形で提示している。
ここで語られる彼の精神療法観は多くの示唆に富む。

ウィニコット書簡集
●ウィニコット著作集・別巻 1　 
ロッドマン F.R.  編
北山　修・妙木浩之 監訳  
A5判 320頁　定価（本体 5,500円＋税）  
2002年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-0205-5

人間の発達の理解に多大な貢献をしたウィニコット。
1919～ 69年の間の，彼の仕事と理論に関わる 126
通の書簡が掲載されいてる。読者は本書を読むこと
で，ウィニコット理論の背景に横たわるものを知り，
彼の理論的理解に厚みができ，展望が立体的になる。
さらに人間ウィニコットの魅力をも知るだろう。

精神力動的精神療法【DVD 付き】
●基本テキスト
ギャバード G.O.  著 
狩野力八郎 監訳　池田暁史 訳
A5判並製 256頁　定価（本体 5,000円＋税）  
2012年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-1048-7

臨床実践としての精神力動的精神療法の要点がコン
パクトにまとめられた本書は，精神科医のみならず，
心理職，ソーシャルワーカーから看護師まで，精神
分析に方向付けられた精神療法を学び始めた，ある
いは学ぼうとしているすべての人に役立つであろう。
付属 DVD では著者と役者による臨床場面を収録。

　■現代の精神分析
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精神力動的精神医学 第 5版
●その臨床実践
ギャバード G.O. 著
奥寺　崇・権　成鉉・白波瀬丈一郎・池田暁史 監訳
B5判並製 544頁　定価（本体 8,500円＋税）
2019年 10月刊行　ISBN978-4-7533-1157-6

精神科医，心理臨床家の座右の書である力動精神医
学の記念碑的著作最新版。米国医科大学の教授であ
り精神分析家として若手の訓練にもあたる著者の力
作を，本国の気鋭の専門家が極めてわかりやすく訳
出。力動的アプローチの導入の理解と支援を深める
ために，精神科医や心理職に欠かせない 1冊。

発達精神病理学から
みた精神分析理論

フォナギー P. ／タルジェM.  著 
馬場禮子・青木紀久代 監訳
A5判並製 464 頁　定価（本体 5,000円＋税） 
2013年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1069-2

病理は発達様式を再現するという視点をフロイトが
最初に示して以来，発達論は多様な変遷を遂げてき
た。アンナ・フロイトやクラインなどの草創期から
コフートやフォナギーなど現代に至るまで精神分析
が提示してきた多くの理論を並列し，複雑で重層的
な事象の多面的な理解を可能にする。

治療作用
●精神分析的精神療法の手引き  　
ジョーンズ E.E.  著
守屋直樹・皆川邦直 監訳 
A5判 360頁　定価（本体 5,800円＋税） 
2004年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0412-7

精神分析的精神療法の総合的な教科書であると同時
に，豊富な逐語録を用いた精神療法の治療過程に関
するすぐれた研究の書となっている。精神療法過程
Q セットを用いた治療面接の実証研究は精神分析だ
けにとどまらず，精神療法のあらゆる学派の治療プ
ロセスを吟味するのにきわめて重要な示唆を与える。

精神分析的発達論の統合①   
タイソン P. ／タイソン R.L.  著
馬場禮子 監訳
A5判 248頁　定価（本体 4,000円＋税）  
2005年 12月刊行　ISBN 978-4-7533-0511-7

進展著しい神経科学の発展をも織り込みながら，精
神分析諸学派の発達論を統合する枠組みを提示し，
精神分析の臨床への適用を考える。歴史的な展望に
はじまり，精神・性的発達，対象関係，自己感，情
動などに関する諸理論の主要な論点を網羅しながら，
読者の新しい「発見」とその考え方，脈略を提供する。

精神分析的発達論の統合②   
タイソン P. ／タイソン R.L.  著
皆川邦直・山科　満 監訳
A5判 240頁　定価（本体 3,800円＋税） 
2008年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0814-9

ライフサイクルを通じて展開する発達を俯瞰するには，
フロイトのメタサイコロジーは今でも必須である。精
神分析的発達論の中核と言うべき欲動・自我・超自我
の発達をめぐる構造論と，意識と無意識という局所論，
そして経済論を基盤とする仮説体系であり，どの精神
分析学派で学ぶにも役立つ基礎的な知識を提供する。

コフート理論とその周辺
●自己心理学をめぐって　 
丸田俊彦 著  
A5判 224頁　定価（本体 4,000円＋税）  
1992年 12月刊行　ISBN 978-4-7533-9210-0

精神分析の「知的巨人」の一人，コフートの自己心
理学とそれをとりまく諸理論に関する研究の総括。
精神分析の大前提から説き起こし，コフートの主著
三部作からの引用に基づいて彼の理論を概観する
第 1部，自己心理学に関する諸理論を論じる第 2部，
著者自身の症例を検討する第 3部からなる。

間主観的感性
●現代精神分析の最先端 　 
丸田俊彦 著  
A5判 152頁　定価（本体 2,800円＋税）  
2002年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0209-3

間主観性は客観性を失った治療者の言い訳ではない。
それはいわば「心の量子論」として，ボーアの量子
論が古典物理学を現代物理学へと変貌させたのと同
じ役目を持っている。コフートが言ったように，「観
察する側は常に観察されるものの一部であり，客観
的現実というものは存在しない」のである。

精神分析が生まれるところ
●間主観性理論が導く出会いの原点

富樫公一 著
A5判並製 248頁　定価（本体 3,200円＋税）
2018年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1141-5

臨床家はどのように苦悩する患者に出会うのか？　
目の前の他者の呼び掛けにあなたがそれに応じる瞬
間，精神分析が生まれる。そこに患者が，治療者と
いう役割が生まれる。人が人と出会うところにすべ
てが生まれるという視座から，精神分析の倫理的転
回にも触れつつ，臨床上の諸問題を検証。
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乳児研究から大人の精神療法へ
●間主観性さまざま
ビービー B. ／他  著　
丸田俊彦 監訳
A5判 296頁　定価（本体 4,100円＋税）   
2008年 2月刊行　ISBN 978-4-7533-0801-9

この 10年，乳児研究ならびに精神分析において，そ
の領域を先導する理論家たちにより，間主観性理論
をめぐる重要な展開がパラレルに進められてきた。
本書は，大人と乳児，双方の間主観性理論家を検討
し，精神分析における相互交流理論，とりわけ間主
観性理論の概念をさらに洗練させることを目指した。 

解釈を越えて
●サイコセラピーにおける治療的変化プロセス
ボストン変化プロセス研究会 著 
丸田俊彦 訳
A5判 264 頁　定価（本体 4,000円＋税） 
2011年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-1026-5

サイコセラピーにおいて患者に変化をもたらすもの
は何か。精神分析家スターンをはじめ発達学者や児
童精神科医からなるボストン変化プロセス研究会は，
乳児研究やシステム理論の諸概念を手がかりに探究
を重ね，「解釈を越えた何か」として，治療者と患者
の間主観的な出会いのモーメントの重要性を見出す。

トラウマの精神分析
●自伝的・哲学的省察
ストロロウ R.D.  著
和田秀樹 訳 
A5判 136 頁　定価（本体 2,500円＋税） 
2009年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0914-6

精神分析における相互主観的な場の中での情動体験
に対して臨床的な焦点を当てていくことが，多くの
点で治療上の変化のプロセスをコンテクスト化して
いくことは明らかなことなのである。―精神分析
家が自らの体験をもとにトラウマの本質に迫る。日
本語版付録「ストロロウと訳者の対話」を収録。 

精神分析新時代
● トラウマ・解離・脳と「新無意識」から問い直す
岡野憲一郎 著
A5判並製 288頁　定価（本体 3,200円＋税）
2018年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1148-4

「解釈とは」「終結とは」といった技法的な問い直し
のみならず，「解離」を愛着理論の視点から考え，さ
らに右脳の機能やディープラーニングの理解から新
しいアイデアを提示する。精神分析のパラダイムチェ
ンジを迎えた今，従来の前提に異議を唱える，精神
分析の未来を考える上で重要な一冊。

精神力動的サイコセラピー入門
●日常臨床に活かすテクニック
アッシャー S.F. 著　
岡野憲一郎 監訳　重宗祥子 訳
A5判並製 200頁　定価（本体 3,000円＋税）
2018年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-1140-8

精神力動的サイコセラピーを，その技術的側面を軸
として解説した入門書。全 8章を通じまったく初心
者の学生を，サイコセラピープロセスの最後にまで
導く。「始まり」「継続治療」「終わり」といったセラ
ピーのプロセス順の章構成で，それぞれのシーンで
必要とされる技術が詳説される。

トラウマと倫理
●精神分析と哲学の対話から
ストロジャー C.B. ／ブラザーズ D. ／フリー R. ／
オレンジ D.M. 著　富樫公一 編著・監訳
A5判上製 288頁　定価（本体 3,800円＋税）
2019年 10月刊行　ISBN978-4-7533-1156-9

気鋭の国際派精神分析家と米国の著名な精神分析家
たちが，トラウマとテロリズム，パラノイアと原理
主義，日米間に生じた忌まわしい過去，そしてそれ
らの考察から浮かび上がる倫理の問題など，人間の
苦悩をめぐって多様なテーマを論じ合い，人類の救
済の道を模索する。

揺らぎと心のデフォルトモード
●臨界状況から生まれる創造性

岡野憲一郎 著
A5判並製 240頁　定価（本体 3,200円＋税）
2020年 10月刊行　ISBN978-4-7533-1172-9

精神分析，精神医学，臨床心理学の 3専門領域を縦
断しつつ，独自の考えを生み出し続ける著者が，「揺
らぎ」をキー概念に，学問の垣根を越えて読者の知
的好奇心を刺激するさまざまなテーマを論じる。「最
新の知見に満ちていながら『科学読み物』のような
懐かしさを感じながら読める本」（富樫公一）

臨床場面での自己開示と倫理
●関係精神分析の展開
岡野憲一郎 編著
吾妻　壮・富樫公一・横井公一 著
A5判並製 240頁　定価（本体 3,200円＋税）
2016年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1112-5

時代の趨勢は静かに関係精神分析の方向に向かって
いる。さまざまな学派や立場のどのような技法でも
カバーしきれない，あるいはそれを包み込むように
存在する関係性のファクターが，精神療法の中核に
存在する。自己開示，倫理性，現実という各論から
考える治療空間のリアリティ。

New !
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関係精神分析入門
●治療体験のリアリティを求めて

岡野憲一郎・吾妻　壮・富樫公一・横井公一 著
A5判並製 272 頁　定価（本体 3,200円＋税） 
2011年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1033-3

1980年代にミッチェルらによって創始された関係精
神分析は，フロイト以来の精神分析の流れを「関係
性」の視点からとらえなおし，患者の欲動に焦点を
当てる古典的な精神分析を，患者と治療者の現実の
二者関係を強調する新しい精神分析へと生まれ変わ
らせた。米国を席巻する新たな潮流の入門編。

恥と自己愛の精神分析
●対人恐怖から差別論まで

岡野憲一郎 著
Ａ５判並製 296頁　定価（本体 4,500円＋税）
1998年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-9809-6

●目次より　第１部 恥と自己愛のイントロダクショ
ン 恥と対人恐怖の病理／精神分析から見た対人恐怖
／他 第２部 恥と自己愛をめぐる５つの精神分析的考
察 学問的背景／恥と「過敏型」自己愛の病理／他 第
３部 恥と自己愛についての各論　臨床家の自己愛／
恥と生理学／恥と精神病理学／他

新しい精神分析理論
●米国における最近の動向と「提供モデル」

岡野憲一郎 著
Ａ５判上製 232頁　定価（本体 3,800円＋税）
1999年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-9907-9

●目次より　新しい精神分析の流れ／現代の精神分
析のいくつかの流れを追って／禁欲モデルから提供
モデルへ　「禁欲原則」の再考／臨床家による「禁欲
原則」の理解の仕方について／治療者はどう振る舞
うべきか「分析の隠れ身」再考と治療者の自己開示
／愛他性の精神分析的意義について／他

中立性と現実
●新しい精神分析理論 2　 
岡野憲一郎 著  
A5判 264頁　定価（本体 4,500円＋税）  
 2002年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0206-2

患者を前に治療者はどうあるべきか。治療者と患者
の「現実」の関係という見地から，「中立性」という
精神分析の基本概念を批判的に検討し，理論にしば
られず技法にとらわれない，治療者のあるべき「態
度」としての「生きた中立性」を提唱する。すべて
の人が「自分自身の精神分析」を確立するために。

臨床精神医学の方法

土居健郎 著 
四六判 200頁　定価（本体 2,500円＋税）   
2009年 1月刊行　ISBN 978-4-7533-0900-9

私が興味をもつ領域はまさに精神医学と精神分析が
重ね合わさるところである。そしてそれこそ私にとっ
て精神医学の臨床に他ならないのである。―臨床
と研究のあり方を生涯にわたり真摯に問いつづけた
著者渾身の書。「甘え」はじめ「日常語の精神医学」
を通奏低音として，臨床の諸問題を多角的に吟味する。

精神分析という営み
●生きた空間をもとめて 　 
藤山直樹 著 
A5判 232頁　定価（本体 3,800円＋税） 
2003年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-0305-2

精神分析の実践に関わる私のこころはその営みに巻
き込まれ，私であることをいくぶんか失っている。
失っては取り戻す，その運動こそが，精神分析の営
みの中で患者がふたたび「生きる」ことの裏づけに
なっているのである─。土居健郎をして「ほとん
どフロイトを越えている」と言わしめた著者の代表作。

続・精神分析という営み
●本物の時間をもとめて

藤山直樹 著
A5判上製 216頁　定価（本体 3,200円＋税）
2010年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1011-1

精神分析という営みは書けない。私たちが書けない
ことを書こうとすることは，精神分析が語れないも
のを扱おうとしていながら，患者にはとにかく語れ
と要請し，精神分析家も解釈を語ろうとし続けると
いうことと照応している。―前著から 7年を経て
待望の続編。逆説もちこたえるパーソナルな体験。

集中講義・精神分析㊤ 　  
●精神分析とは何か／フロイトの仕事

藤山直樹 著
A5判並製 296頁　定価（本体 2,700円＋税） 
2008年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0815-6

気鋭の分析家が精神分析の本質をダイレクトに伝え
る―フロイトの「精神分析入門」と同様に，精神
分析を知らない聴衆にじかに伝える系統講義。精神
分析の理論を平板に紹介するのではなく，対話のな
かで練り上げられて行く生成の過程を，実際に精神
分析という営みを行なっている分析家が語りつくす。

電 子 版

電 子 版
のみ

電 子 版
のみ
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集中講義・精神分析㊦
●フロイト以後

藤山直樹 著
A5判並製 280 頁　定価（本体 2,700円＋税） 
2010年 5月刊行　ISBN 978-4-7533-1004-3

精神分析という知の対話的発展を語り下ろす待望の
下巻―フロイト以後の発展として，対象関係論を
中心に，自我心理学，クライン，ビオン，フェアバー
ン，バリント，ラカン，そして現代の精神分析を論
じる。理論的な入門であると同時に，臨床への示唆
にも満ちた，生きた精神分析の講義録。

精神分析という語らい

藤山直樹 著
A5判 216頁　定価（本体 3,300円＋税） 
2011年 11月刊行　ISBN 978-4-7533-1037-1

精神分析とは何か，そして精神分析家であるとはど
ういうことか。絶えず本質的な問いを発し続けてき
た著者が，フロイトや日本の先達と彼らの言説を通
して語らい，精神分析というできごとと語らうなか
で浮かび上がる格闘の軌跡。それはさらなる創造的
な営みへの出発点でもある。。

ナルシシズムの精神分析
●狩野力八郎先生還暦記念論文集

藤山直樹 編 
A5判 168頁　定価（本体 3,000円＋税）  
2008年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0817-0

ナルシシズムという言葉は曖昧であるが使用価値が
高いがゆえに，絶えず厳密な学問的検討が要求され
る。本書では，臨床素材をもとにナルシシズムにつ
いての論考を，成人，ひきこもり，児童といったカ
テゴリー別に並べ，現在日本の精神分析がこの用語
をどう考えているかを気鋭の著者らが論じる。 

定
版 見るなの禁止
●日本語臨床の深層

北山　修 著
A5判上製 304頁　定価（本体 3,700円＋税）
2017年 8月刊行　ISBN 978-4-7533-1121-7

「見るなの禁止」は日本から発信された数少ない精
神分析的概念の一つであり，臨床家・北山修の理論
的原点でもある。多義性に満ちた概念の出発点から
現在の到達点までの長い道のりを辿ることで，その
変遷と進展が明らかになる。

覆いをとること・つくること
●〈わたし〉の治療報告と「その後」

北山　修 著 
A5判 312 頁　定価（本体 3,500円＋税） 
2009年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0912-2

本書は，本格精神分析の王道を目指す本ではない。
しかしながら，これを支える精神はこのままでも精
神分析の大義とは矛盾しないはずである。著者は分
析的治療者としてそれを引き受けることを主張する
ものである。―症例報告と「その後」から学ぶ，
「抱えること」に貫かれた臨床実践の軌跡。

言葉の橋渡し機能 ―およびその壁
●北山修著作集《日本語臨床の深層》2　 
北山　修 著
A5判 208頁　定価（本体 3,800円＋税） 
1993年 7月刊行　ISBN 978-4-7533-9309-1

目次　言語と象徴／国語を共有することと解釈／両
義的な言葉の橋渡し機能について／精神療法におけ
る比喩の使用について／妄想患者の治療における比
喩の発生／文字通りの経験が比喩になる過程／冗談
と比喩／匂わすことと明確にすること／比喩化と「織
り込み」について／劇化と比喩化について　他

フロイトと日本人
●往復書簡と精神分析への抵抗

北山　修 編著
A5判 184頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2011年 7月刊行　ISBN 978-4-7533-1024-1

80年前，日本人はどのように精神分析にアプローチ
し，「抵抗」したのか。先駆者たちがフロイトと交わ
した数々の書簡及びその他の記録から，精神分析へ
の強い愛と不安ゆえの誇り高い抵抗と心理的葛藤を
読みとることができる。それは「二重性と柔軟性」
に関わる洞察へと読者を導くであろう。

現代対象関係論の展開
●ウィニコットからボラスへ

館　直彦 著
A5判並製 192頁　定価（本体 3,200円＋税） 
2012年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-1050-0

ウィニコット以降の現代対象関係論の発展を理解す
るのに最適の一書。とりわけ，早期発達過程の理解
をベースに，これまであまり論じられる機会のなかっ
た心という対象，スキゾイド，心身症などについて
も詳しく論じ，さらに自由連想・精神分析過程・創
造性についても論じている。
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心的外傷の再発見
     
グッドウィン J.M.  編
市田　勝・成田善弘 訳 
A5判 272頁　定価（本体 4,500円＋税）  
1997年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-9712-9

目次　1部：エディプス―暴力の世代間循環の暴露／
エレクトラ―児童虐待の犠牲者の復讐願望と殺人　2
部：17世紀悪魔憑き事例へのフロイトの小論／悪魔
による憑依と迫害　3部：外傷の人間的方向性―マル
キ・ド・サドからの例示　4部：マリー・レイノルズ
とエステル　5部：アンナ・O ／ドラ症候群　他

分析家の前意識
●諸学派 65人のインタビューによる研究
ハミルトン V.  著
高橋哲郎 監訳 
A5判 376頁　定価（本体 5,000円＋税）   
2008年 12月刊行　ISBN 978-4-7533-0819-4

本書は，精神分析諸学派の臨床の特徴を際立たせる
27の精神分析技法特性を選び，それらが転移の文脈
でどのように扱われるかについて，英語圏の 65人の
代表的分析家へのインタビューおよびそれを素材に
した討論で構成されている。実証的調査研究にもと
づく，わが国の専門家のニーズに応える画期的な書。

夢見の拓くところ
●こころの境界領域での語らい
オグデン T.H.  著
大矢泰士 訳
A5判 224頁　定価（本体 3,500円＋税） 
2008年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-0812-5

オグデンは，前著までの理論的・技法論的展開を踏
まえながら，一貫して「精神分析的に聴くというこ
と」の本質を記述し，それにふさわしい言語を創り
出す努力を続けている。たとえば第 8章において
ウィニコットの「原初の情緒発達」を，内容だけで
なく言語のふるまいに注目した読みを試みている。

連続
講義 精神分析家の生涯と理論
大阪精神分析セミナー運営委員会 編　
福本　修・他 著
A5判並製 384頁　定価（本体 3,800円＋税）
2018年 7月刊行　ISBN 978-4-7533-1138-5

精神分析理論は，分析家自身が苦悩し懸命に生きた
足跡であり，幾多の検証の結果として普遍性と科学
性を備えてきた。この発展に貢献した著名な分析家
たちの生涯と思想を，日本の各学派の代表的な研究
者・臨床家が語ることで，その密接な結びつきが深
い意味合いをもって読者のもとに届けられる。

精神分析的アプローチの理解と実践
●アセスメントから介入の技術まで

吾妻　壮 著
A5判並製 240頁　定価（本体 3,000円＋税）
2018年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1146-0

難解で厳しく日常臨床とは遠いものと考えられがち
な精神分析だが，広い意味での精神分析的アプロー
チは，日々の臨床実践の現実的な助けとなる。臨床
場面での実践方法を論じ，サイコセラピーの実践に
携わる精神科医や心理士など，精神分析の考え方に
魅力を感じている臨床家に広く役立つ本。

臨床家の　　
ための精神分析入門

●今日の理論と実践
ベイトマン A. ／ホームズ J.  著
館　直彦 監訳　増尾徳行 訳 
A5並製 336頁　定価（本体 3,300円＋税）  
2010年 10月刊行　ISBN 978-4-7533-1010-4

著者らは，基本的には英国中間学派寄りのスタンス
を取っているが，各学派の考え方やその異同が，ほ
ぼ偏りなく記載されている。現代の精神分析全体を
俯瞰することができ，その本質的な特徴を剔出する。
初心者ばかりでなく，精神分析の本質について考え
たいと思っている専門家にとっても有用な一書。

力動的精神療法入門
●理論と技法

中久喜雅文 著
A5判並製 200頁　定価（本体 2,800円＋税） 
2014年 9月刊行　ISBN 978-4-7533-1078-4

力動的なプロセスは精神内界に限らず，患者と他者
との間の対人関係にもみられる。それが治療関係の
病理として現れたのが転移である。また逆に治療者
の無意識の内的葛藤が患者に向けられるときもある。
これが逆転移である。患者の治療には，転移－逆転
移の相互関係を力動的に理解することが大切である。

精神分析と文化
●臨床的視座の展開

岡田暁宜・権　成鉉 編著
A5判 200頁　定価（本体 3,500円＋税） 
2012年 6月刊行　ISBN 978-4-7533-1046-3 

精神分析は精神医学や臨床心理学という大きな文化
の下位文化を形成すると同時に，独自のユニークな
文化を持っている。治療プロセスを通して治療者と
患者の交流の中から生まれる新たな文化的体験を，
育みつつ扱うこと，それが精神分析的治療文化であ
り，それは患者の健康的側面を促進することにある。
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精神分析と昇華
●天才論から喪の作業へ

堀川聡司 著
A5判上製 184頁　定価（本体 3,700円＋税）  
2016年 2月刊行　ISBN 978-4-7533-1103-3 

フロイトは「昇華」と命名した，至上な高みに至る
人間のこころに特異な資質に，精神分析の治療法と
しての可能性が拓かれるのを見た。本書で堀川は自
らの臨床経験を傍らに従えながら，新たな視座を導
入して，深窓に眠れる昇華を元来いるべき精神分析
臨床の場に連れ出してきた。
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